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第4章　 実現化方策の検討
1）今後の推進体制
2）整備時期の分類
参考）肥前鹿島駅周辺整備検討委員会・作業部会メンバー 一覧

JR肥前鹿島駅周辺整備全体構想
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1 ) 今後の推進体制1) 今後の推進体制 
 
・ JR肥前鹿島駅周辺地区「整備構想」の実現にあたっては、今後の「基本計画」「基本設計」「実施設計」「施工(工事)」「維持管理・運営」の各場面・各プロセスにおいて、 
 より幅広い市民・行政・事業者・専門家等が各々の役割分担の下、「私たちの“まちの駅” 」の実現に向けて積極的に参画していくことが重要となります。 
・ そのための、「役割分担」と「参画方法」および「推進体制」等についての基本的な考え方･方向性を下図に示します。 
 

■ 役割分担と相互連携 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「基本計画」段階 

「基本設計」段階 

「実施設計」段階 

「施  工」段階 

▲デザイン検討会議 ▲まちづくりシンポジウム 

▲市民WS(計画への意見反映) ▲ まちづくり研修会 

▲オープンシャッターイベント ▲ 広場での読み聞かせイベント 

▲車イス走行試験 ▲小学生モノづくりWS 

▲市民現場見学会 ▲事業用地での仮設イベント 

 各プロセスにおける市民参画機会の促進
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【計画段階からの市民参画機会の促進】 
・計画段階からワークショップでの意見反映やイベント
(社会実験含む)等の開催など市民の皆さんが積極的
に参画できる機会を促進し、整備後の駅周辺空間の
“使い手”““育て手”として愛着や誇りを醸成していただ
けることが望まれます。 

【関係事業者との継続的な協議・調整と参画の促進】 
・整備構想を実現していく上で、交通事業者や地元事業
者の皆さんたちと前向きな議論を重ね、丁寧に合意形
成を諮っていくこと望まれます。 

・また将来イメージを共有し、地元事業者や関係事業者
の立場からの参画していただくことが重要です。 

【行政組織間・庁内部署間の横断
的な連携】 

・長期に亘る駅周辺整備の事業推
進のためには、県・市の連携体制
は元より、各庁内関係部署(都
市・土木・商工・観光等)の横断
的な連携体制を構築し、継続的な
プロジェクトの目標意識と課題
認識の共有や円滑なコミュニケ
ーションを図り、様々な市民活動
の支援サポートをしていくこと
が望まれます。 

【駅・駅前広場・まちなかを繫ぐ
“ハブ”となる主体づくり】 

・駅周辺地区において、公共空間
整備と民有空間整備の間に立っ
て、関係機関等と連携すると共
に、将来的な駅周辺空間の維持管
理やイベント等の開催、情報発信
や案内等に取り組めるエリアマ
ネジメントの主体となるような
“第３者的組織”が立ち上げられ
ることも求められます。 
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広場での読み聞かせイベント
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           参考・駅前空間整備事業の推進体制事例(柳川市・平成23年度～現在まで)

 

 

■ 今後の推進体制(案)

「整備構想」策定後、現在の「検討委員会」「作業部会」の検討体制を充実させ、
より実行的とするために、下記のような推進体制に移行していくものとします。 

●「整備構想」検討体制(現行)

「JR肥前鹿島駅周辺地区整備 検討委員会」(市民・行政・事業者・専門家)

「JR肥前鹿島駅周辺地区整備 作業部会」(行政(関係機関)・JR 九州・専門家)

西鉄柳川駅前空間整備においては、現在まで 13 回のデザイン検討会議を開催し、令和２年度からは庁
内連携的な「ワーキンググルーブ」を設置し、地域課題解決のための目標と方向性を共有化している。
会議は柳川市+西鉄+福岡県の共同開催としている。

６-２

 

  

まちづくりデザイン検討会議

設計WG(専門家+自治体+事業者)
     

事務局･柳川市、西鉄＋プロジェクト・マネージャー

庁内ワーキンググループ(動線・利活用・まちなみ・夜間景観)

市民ワークショップ

市民参加による
維持管理体制づくり

「駅周辺全体デザイン検討会議(仮称)」による一体的なプロジェクトマネジメント

周辺道路改修整備 駅前広場整備 駅舎附属施設整備駅舎復原整備

維持管理・運営デザイン監理実施設計整備構想

ワークショップなどの開催による市民や商業者の参画・まち育て意識の醸成

「駅周辺全体デザイン検討会議(仮称)」による一貫性のあるプロジェクトマネジメント

意見交換会
ヒアリング等

現場見学会
セミナー等

市営駐車場・WC
改修整備

基本計画 基本設計

市民や駅利用者、NPO法人、商業者などによる)公共空間の利活用

社会実験等と連動した利活用の試行等 本格的な利活用稼働

JR肥前鹿島駅周辺整備におけるまちづくり体制の構築(案)
肥前鹿島駅周辺整備においては、下図のような検討体制の構築が望まれます。●「基本計画」以降の検討体制(案) 肥前鹿島駅周辺エリア デザイン検討会議(仮称)

設計WG(専門家チーム+自治体(市・県担当者))

 

  

都市計画 土木設計 建 築 ID デザイナー 交通

市民ワークショップ

 

事務局･鹿島市、佐賀県＋プロジェクト・マネージャー

作 業 部 会
(専門家チーム + 鹿島市・佐賀県 + 公共交通事業者等＋ 警察)

●「基本計画」以降の検討体制(案)

まちづくり体制(チーム編成)の構築(案)
現行の「検討委員会」を「デザイン検討会議」としていきます。
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ワークショップなどの開催による市民や商業者の参画・まち育て意識の醸成

JR肥前鹿島駅周辺整備デザイン検討会議（仮称）による一体的で一貫性のある監理（検討中）

新駅舎
現駅舎
整備

公共交通ロータリー
一般車ロータリー

整備

えきまち広場
賑わい拠点施設

整備

市営駐車場
駐輪場
整備

全体構想 基本計画 基本設計 詳細設計 工事施工 管理運営
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デザイン検討会議
デザイン
相談部会

知事・市長

まちづくり会議

利活用ワーキンググループ
市民ワークショップ等

県・市・JRなど事業者
学識者や専門家による

決定機関

報
告

学識者・市内団体・公募
市民による構成
市民意見を集約してデザイ
ン検討会議に反映させる

作業部会
計画/設計案の作成・修正

駅及び周辺利活用の検討

まちづくり活動
中心市街地の人材発掘
自主的な活動の芽を発掘

民間活力誘導
ゾーンなど

駅周辺の建築主等

意見

意見共有

相談

提
案

意
見提

案
意
見

提
案

意
見

駅に関係する
事項を共有

・作業部会員も参加　・市民公募も検討

意
見

デザイン指針との整合確認
デザイン面での協力依頼

事務局（佐賀県・鹿島市）

W

W

G
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　JR肥前鹿島駅周辺整備全体構想の実現にあたっては、今後の『基本計画』『基本設計』『実施設計』『工事施工』『管
理運営』の各段階において、より幅広い市民や商業者等が各々の役割分担の下、『人と自然がつながる私たちの”まちの駅”
』の実現に向けて、積極的に参画していくことが重要となりますので、そのための検討体制の構築を行います。

市民や駅利用者、NPO法人、商業者などによる公共空間の利活用

ＪＲ肥前鹿島駅周辺整備会議体制



今後の鹿島の
まちづくりにお
いて、肥前鹿
島駅と駅前広
場に必要な施
設や機能、空間
を表します。

構想で検討し
た施設や機能
の規模や配置
を決め、効果的
な事業となる
よう調整しなが
ら設計します。

基本計画に基づき、
各施設の設計図の
基本となるものを統
一した方針で作成し
ます。ここで概算事
業費やスケジュール
感が見えてきます。

基本設計に基づき、
統一方針を守りなが
ら、複数の事業者
が各施設の詳細設
計図を作成します。
ここで事業費が算
出されます。

詳細設計に基
づいて、各事
業者が施設
建設のための
施工を行いま
す。

駅周辺整備構想対象地区、まちなか整備構想対象地区等について、大枠の整備手順を次のように設定します。

短 期 中 長 期

■ 駅周辺整備構想対象地区（駅及び駅前空間）
○ 駅舎
○ 駅前広場
○ ロータリー
○ 市営駐車場
○ 駐輪場
○ 案内機能（二次交通・観光等）
○ 緑の拡充

○民間活力誘導ゾーン

■ 駅と中心市街地とのつながり

♢緑のネットワークの構築
♢ポケットパークの活用
♢道路空間を活用したイベント等の拡充

■ まちなか整備構想対象地区（中心市街地）

□ ネットワーク拠点
□ 歴史掘り起こし・案内サイン
□ 空き家・空き店舗の再生・利活用

● スケジュール

4-3

2 ) 整備時期の分類

現在は全体構想の段階です！

全体構想 基本計画 基本設計 詳細設計 工事施工 完成！

参考）JR肥前鹿島駅周辺整備検討委員会・作業部会メンバー 一覧
（任期：令和２年７月から全体構想の検討終了まで）


